
匿名化システム
利用方法



匿名化コード 採取日 患者ＩＤ 採取検体 検体種別 備考
2018/11/11 10000001 病変部位 サンプル aaa
2018/11/11 10000002 病変部位 サンプル aaa
2018/11/11 10000003 病変部位 サンプル aaa
2018/12/1 10000004 病変部位 サンプル bbb
2018/12/1 10000005 病変部位 サンプル bbb
2018/12/1 10000006 病変部位 サンプル bbb
↑

※「○○○○（西暦）/○○（月）/○○（日）」　日付（短い表示形式で記入）
※患者ＩＤは８ケタで記入

事前準備用データの必要項目について

Excelシートに「匿名化コード」、「採取日」、「患者ＩＤ」、「採取検体」、「検体種別」、「備考」の

記載欄を設けて「匿名化コード」以外の項目を記入して匿名化を行うデータファイルを作成し
ておく。



ウイルスチェック用 パソコン



ウイルスチェック用ＰＣ起動画面

匿名化を行うデータファイルを入れているＵＳＢを選択し、
スキャン。



匿名化システム用 パソコン 匿名化コードのラベルを発行する時はラベルプリンタの電源も
入れる。



ユーザーＩＤとパスワードを入力し、ログイン。

※登録方法については、後日メーリングリスト等
にて周知を行います。



パスワード変更方法

左上のツールをクリックし、パスワードの変更を選択。





ファイル読込から匿名化用のファイルを
選択し、データを取り込む。



ラベル印刷を行う場合はチェック

新規匿名化コード一括発行をクリック



匿名化システムから印刷したラベル





同一アカウントでこれまで匿名化した
データが一括で表示されるため

「匿名コード発効日」等を設定し、当日の
処理で匿名化したデータのみを抽出。



当日の処理で匿名化したデータのみを
表示した後、【CSVファイル出力】を
クリックし、CSVデータの出力先として
ＵＳＢを設定し保存。



システム終了時の処理

「システムの終了」をクリックするとデータのバック
アップに関する確認の項目が出てくるが【いいえ】
を選択して、バックアップを行わない。



・出力されたＣＳＶデータは、匿名化用PCにデータを残したままに
せず、研究課題毎に保管を行ってください。

・【匿名化コード対応表】にはログインＩＤごとのデータが蓄積
されますが、匿名化コードの保管を本システムのみで行わない
ようにしてください。

連絡事項・注意事項等


